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午  前 午  後

1日目

10:00～12:00

　オリエンテーション

　施設・事業所の概要、職員（職種）の紹介や

　利用者の紹介、顔合わせ　など

13:00～15:30

　レクリエーション参加、リハビリ参加、

　利用者と団らん

15:30～16:00

　1日の振り返り、ミーティング

2日目

10:00～11:30

　利用者支援（入浴の着脱、身だしなみの整えなど）

11:30～12:30

　 昼食準備、配茶、後片付け

13:30～14:30

　レクリエーション参加、利用者と団らん

14:30～16:00

　先輩職員（若手職員）と交流

3日目

10:00～11:30

　利用者支援（排泄・移乗・移動介助の見学など）

11:30～12:30

　 昼食準備、配茶、後片付け

13:30～14:30

　レクリエーション参加、利用者と団らん

14:30～16:00

　管理職員と意見交換、インターンシップ全体

　の振り返り



午  前 午  後

1日目

10:00～12:00

　オリエンテーション

　施設・事業所の概要、職員（職種）の紹介や

　利用者の紹介、顔合わせ　など

13:00～15:30

　作業体験、創作活動など利用者と一緒に作業、

    利用者と団らん

15:30～16:00

　1日の振り返り、ミーティング

2日目

10:00～11:30

　作業体験、創作活動など利用者と一緒に作業、

    利用者と団らん

11:30～12:30

　 昼食準備、後片付け（利用者と一緒に）

13:30～14:30

　レクリエーションやクラブ活動参加、利用者と団らん

14:30～16:00

　先輩職員（若手職員）と交流

3日目

10:00～12:00

　販売活動等施設外活動に同行または、

　利用者とのコミュニケーション（創作活動や

　レクリエーション等）

13:30～14:30

　レクリエーションやクラブ活動参加、利用者と団らん

14:30～16:00

　管理職員と意見交換、

   インターンシップ全体の振り返り





◇ インターンシップで知りたいこと、興味のあること、不安なこと等を事前面談をして確認した。

◇ 利用者・利用児童とのかかわり、交流を多くするようにした。

◇ コミュニケーションに不安がある場合は、一緒に作業や活動をしながら慣れてもらうようにした。

◇ 利用者の特性（認知症、障害特性、子どもの発達状況など）をオリエンテーションで説明した。

◇ インターンシップ中の担当職員を配置し、何でも聞ける、相談できる体制をつくった。

◇ 毎日反省会を実施し、その日あったことや困ったことなどを話してもらい、その日のうちに
    問題を解決できるよう対応した。



施設利用者の特性について、今まで以上によく説明することが必要と感じるとともに、対人援助に不安、
緊張が強い方については、クールダウンする場所や対応するスタッフをよく知らせる必要がある。

学生への感想や今後の課題などの聞き取り、施設へのフィードバックができる仕組みの構築。

どこまで体験していただくか、について。

コロナの対応は継続するため、体験する前には本人と家族の体調等を教えてもらいたい。



人を支援していく中で、自
分も楽しむこと、自分も幸
せに感じること、自分も
悲しんだり辛いと思うこと
が大切なことなのではない
かと思いました！

利用者との接し方や自分
自身の行動の一つ一つに責
任を持つことの大切さや利
用者が安心安全に施設内で
生活できる環境を作ること
も大切だと知りました！

利用者の方々に「また来て
欲しい」と言われ、ここに
インターンシップに来て良

かったと感じた！

インターンシップでの貴
重な体験が進路選択に大
いに役立ちました！

認知症高齢者との関わり方
について大事なことを学ぶ
ことができたので、次の現
場でも自分自身に足りない
ものを見つけていきたい！
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